
ユニバーサルデザインで

明日の暮らしとビジネスを創る

３DプリンタやAI、IoT等の最新技術を活用し、米国の民間や行政が取り組んで

いるユニバーサルデザインの先進事例を紹介いたします。会場の皆様と意見交換

を通して、地場の産業や暮らし、教育等における課題を共有し、地域で支え合う

ユニバーサルデザインの新たな形について考えたいと思います。

7 29 
15：30 ▶ 17：30（15：00開場）

石川県政記念しいのき迎賓館３階
セミナールームA（金沢市広坂2-1-1）

15:30～
16:30

基調講演

「北米のユニバーサルデザイン」

餘久保 優子氏
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第１部

主催 一般社団法人ユニバーサルデザインいしかわ 後援 石川県、金沢市

月

16:40～
17:30

フロアディスカッション

「地域で支え合う

ユニバーサルデザインとは」

第２部

ユニバーサルデザインプロジェクトの創出を目指す学びの場

参加費

1,000円
※資料代として

会員無料

#1



参加費

1,000円
※資料代として

申込〆切

7/25(木)

ユニバーサルデザインで

明日の暮らしとビジネスを創る

会員種別 □会員 □非会員 備考

会員無料

当会員である餘久保優子氏の、昨年10月～11月9日の27日間

にわたる精力的なアメリカ視察報告です。

ユニバーサルデザイン発祥の地アメリカにおける最先端のデ

ジタル技術を活用したデザイン技術に関する内容で、主な訪

問地は、インクルーシブデザインセンター（ニューヨーク州

バッファロー）、IHCD ／人間中心デザイン研究所 （マサ

チューセッツ州ボストン）、ローカルモーターズ社（ワシン

トンD.C.）、アマゾン社・マイクロソフト社（ワシントン州

シアトル）、ポートランド市役所（オレゴン州ポートラン

ド）、アップル社（カリフォルニア州クパチーノ）等です。

アメリカでは、ユニバーサルデザインがビジネスに直結して

おり、当事者参加のプロセスがスキームとして確立している

ことは学ぶ点も多く、石川県内のものづくり企業のみなさま

にもぜひ聞いて頂きたい内容です。

一般社団法人ユニバーサルデザインいしかわ

専務理事 安江雪菜

餘久保 優子 よくぼ ゆうこ

石川県工業試験場デザイン開発室研究主幹

３Dモノづくり推進室（兼務）

石川県リハビリテーションセンターバリアフリー推進工房（兼務）

金沢美術工芸大学大学院 製品デザインコース卒業後、医

療・福祉機器メーカー企画開発部、デンマークへの短期留学

を経て、2003年より現職。ユニバーサルデザインをライフ

ワークとしながら、伝統工芸品から福祉用具、工作機械まで、

県内企業の様々なデザイン開発を支援。近年は３Dモノづく

り技術を活用した製品の使いやすさ向上、開発時間の短縮や

コスト削減に取り組んでいる。


